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、.輸
入
量
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割
當
量
.に
等
し
く
關
我
は
量
的
に
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^
1
!を
與
ぇ
な
ぃ
く
し
か
し
も
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)
の
塲
合
な
ら
ば
：、
：'割當
量
玖
下
に
顧
入
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制
限
す
る
-こ
.と
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'
4
な
り
、
輸
入
割
當
制
度
の
作
用
に
代.つ
.て
關
税
，が
輸
入
量
と 

:價
格
を
規
制
す
る
耍
因
と.な
る
。；
亡
の
程
度
を
決
定
す
る
條
件
ば
關
税
政
策
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し
た
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：1
次
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述
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か
く
し
て
輸
入
割
當
制
度
の.輸
入
の
國
內
價
格
に
與
ぇ
る
作
用
.は
右
の
如
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諸
條
件
に
ょ
0-
若
干
相
違
す
る
が、
'' 轍出
或
は
輸
入
の
獨
占
に.ょ
る
割
當
制
の 

不
利
用
に
最
も
大
き
な
作
用
が
生
ず
る
と
い
ぅ
こ
と
が
出
棘
今
::
,

以
上
、
四
つ
.の
ヶ
ー
ス
.に
つ
か
て
そ
の
各.々
.の
效
果
を
分
析
し
た
。
殘
さ
れ 

て
い
る
の
は
こ
れ
ら
の
四
つ
の
諸
手
段
の
政
策
上
の
選
擇
の
問
題
で
あ
る
。
.こ

れ
は
次
の
條
件
の
も
と
で
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
卽
ち
當
該
生
產
物
の
輸
出 

或
は
輸
入
依
存
率
，
そ
の
：價

篇

成

上.の
.諸
因

子

の

作

用

、

他

の

生

產

篇

'
格 

と
の
相
關
度
、
：
價
格
彈
力
性
値
で
あ
る
。
そ
し
て
か
、
る

澤

の

も

.と
で
選
擇
 ゝ

.

.さ.れ
た
政
策
が
實
施
さ
れ
各
以
前
に
厚
生
的
觀
點
か
ら
比
較
さ
れ
る
こ
と
も
忘
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な
ら
な
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後
日
稿
を
淡
め
て
述
べ
た
.い
と
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え
て
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ソ
述
で
は
で
き
る
だ
け
早K
資
本
主
_
に
追
：い
つ
.き
追
い
こ
す
：た
め
に、
®:
- 

-r
n
業
優
先
の
.五
力
：年
針
誓
經
濟
を
當
初
か.i
施
し
•て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、 

い
ま
さ
ら
の
ょ
ぅ
に
重
エ
業
優
先
を
强
調
す
る
必
要
は
な
い
：と
考
:1
:ら
れ
ぬ
こ
'
.
. 

と
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
第
六
次
五
：ヵ
#
計
靈
で
は
-—
1社
會
主
義
國
民
經
濟
$
發 

■展
の

ぅ

え

で

指

導

的

役

割

を

は

た

す

も

の

，ほ

、
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工

業

-:
:
'ま
ず
第
ー
.に
重

：
エ,

, 

生
産
.手
段
の
生
產
で
あ.る
。.重
工
.業
，を
優
先
的
に
發
扉
さ
せ
ず
に
は
、
國
民
經 

濟
の
す
べ
‘て
の
部
門
匕
お
け
る
擴
大
苒
生
產
や
ヾ
た
克
ま
な
い
技
術
的
進
步
や
へ 

坐
瘙
力
の
着
實
な
發
展
や
、.纖
生
產
性
の
着
廣
な
增
大
を
確
保
す
る
.こ
と
は 

で
き
な
い
し
、
ま
た
わ
が
國
の
不
敗
の
防
衞
力
を
確
保
し
、

'，
國
民
，の

を

高
 

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
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こ.の
こ
.：と
は
、
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マ
ル
ク
ス
：；
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レ
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11.

ン
主
義
經
濟
學
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が
お
し
え
て
f

、
ま
た
わ
が
社
貪
主
義
國
家
，の
發
歷
史
的
經
驗
の
全
體 

に
ょ
つ
て
確
證
さ
れ
て
いる
。」「

わ
れ
わ
れ
は
、重
，工
業
の
優
先
的
發
展
を
め
ざ 

す
レ
ー
ニ
ン
の
ー
般
方
針
を
か
た
く
た
ゆ
ま
ず
ま
も
り
な
が
ら
世
界
史
的
な
勝 

利
を
か
ち
と
つ
た.
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產
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第
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间
大
會
ブ
ル
ガ
ー
二
ン
報
吿

)

と
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1

ソ
連
に
お
け
る
重H

業
優
先
論

重
工
業
の
優
先
を
再
確
認.し
、
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
戰
後
の
三
次
に
わ
た 

る
；.五
-.ヵ.年
計
畫
の
ぅ
ち
.で
.、；.籾
め
て
の
こ
と
で
あ
る。
：
'
,

.こ
の
再
確
認
-
苒
强
調
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
ぅ
か。
：
:

.一.九
、五
三
年
に
■ス
タ
I'リ
.ン
が
そ
の
活
動
的
な
生
湛
を
閉.1
:
、
..マレ
ン
'
 
コ
フ 

が
ス

タ

ー

リ

ン
の
.‘あ：と
を
_
い
'だ
.年
の
八
月
に
、
か
れ
は
次
の
よ
ぅ
な
演
說
を 

試
：み
た
。

「

我
々
は
重
工
業
が
わ
が
社
會
主
義
經
濟
の
基
本
的

土
！！

で
あ
る
こ
と 

を
常
に
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
重
工
業
の
發
展
な
く
し
で
は
、
輕
， 

工
業
を
一
層
發
展
：さ
せ
農
業.

Q

生
產
力
を
さ
ら
に
高
め
、
わ
が
國
の
國
防
力
を 

強
化
す
る
、こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

」

こ
こ
迄
は
從
來
の
重
工
業
優
先
論 

と
大
差
は
な
い
。
し.か
し
彼
_は
更
に
續
け
た
。

「

一
九
五
三
年
重
工
業
生
產
は
エ 

業
總
生
産
の
七
0
%
を
;aめ
石
に
至
っ
た
。
こ
の
强
太
な
重
工
業
基
盤
に
立
脚 

す
る
な
ら
、，.消
費
財
.を
飛
躍
的
に
增
產
し
て
、.i
財
に
對
す
る
國
民
需
要
を 

充
足
で
き
る
。

J
T

今
日
迄
わ
が
國
に
は
重
工
業
と
同-

V

の
テ
ン
ポ
で
輕
，
食
料 

品H

業
'を
發
展
各
せ
：る
機
會
が
な
か
っ
た
が
、
現
在
.で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
國
民. 

の
物
質
.V
.文化
的
生
活
水
準
を
一
層
急
連
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
輕
エ
業
の
發
' 

展
を
全
面
的
に
强
行
で
き
る
し
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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と
も
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と
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先
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ど
の
：よ
う
な
も
の
が
考
え
ら.れ
る
だ
.ろ
う
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根
據
の
第
一
.は
、
：
も
し
大
規
模
な
技
術
的
進
涉
が
お
こ
り
か
っ
.囊

生

産

性 

が
上
昇
を
續
け
る
な
ら
、
高
率
の
重
工
業
投
資
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
方
で 

あ
る
。
ド
ロ
シ
エ
フ
と
ル
、、、
ャ..ン
ツH

フ
に
.よ
れ
ば「
重
工
業
を
發
展
す
る
に 

，際

し

、_

生
產
性
の
增
加
が
共
產
主
義
勝
利
の
た.め

の

最.%
重

要

な

こ

と

で 

-

あ
る
と
い
う
レ
ー
 
ニ
ン
の
命
題
に
よ
っ
て
黨
は
指
導
さ
れ
て
い
る
。
共
、產
主
義

• 

の
高
次
の
段
階
に
移
行
す
る
た
め

に

、

i

生
^
#の
更
に
瓦
犬
な
增
加
が
要 

求
さ
れ
る一

一

そ̂
れ
が
豐
富
な
財
に
達
す
る
唯
一
可
能
な
道
で
あ
る
。
こ
れ
は 

技
術
水
準
の
測
り
知
れ
な
い
程
大
な
る
增
加
を•
要
求
す
る
。
す
な
わ
ち
手i

と
さ
.れ
る
。*-
.

.:
第
一
.一.一
の
根
據
は
衞
星
國
，
援

助

で

あ

る

0
.社會
主
義
圏
の
重
工
業
建
設
を
援
助.
 

す
る
こ
と
は
國
際
的
義m
で
あ
&

共
產
主
義
の
立
場
を
強
化
す
る
た
め
に
必 

耍
た
.の
：：が
重
エ
業
優
先
で
：あ
る
と
す
る。
'

:

第
四
は
、
農
業
發
展
を
促
進
す
る
た
め
の
重
エ
業
優
先
で
あ
る
。
こ
.れ
は
フ 

ル
シ
チ
ョ
フ
が
し
ば
し
ば
述
べ
る
よ
う
に
ト
ラ
ク
タ
ー
；
コ
ム
バ
ィ
ン
生
產
が 

.農
業
發
展
の
基
礎
で
あ
る
と.い
う
0

.
一
最
後
に
、
輕
工
業
.食
料
品
工
業
•建
設
工
業
：へ
機
械
を
供
給
す
る
た
め

に
 

重
工
業
優
先
を
主
張
す
る
も
の.で
あ
る
。
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■.
.以

上
五
っ
の
、
重
工
業
優
先
の
立
論
根
據
は
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
疑
問
が
あ 

る
，
た
と
え
ば
、'衞
星
國
援
助
に
し
て
も
、
ソ
速
が
ー
九
五
三
年
に
東
歐
へ
轍 

出
し
た
機
城
は
ソ
連
輸
出
額
の
七
%
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

(Economic

M
u
r
- 

vey of Europe, 1954.)

0
ま
た
第
五
次
五
力
年
計
畫
で
東
歐
へ
の
借
款
は 

ニ
ー 
〇
偉
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た

(

ソ
連
國
內
の
エ
業
總
投
資
額
三
ニ
〇0
億
ル 

丨
ブ
ル)
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■

.防
衞
に
っ
い
て
み
る
な
ら
ば
、

一
九
'五
六
年
國
防
豫
尊
は
削
減
さ
れ
全
體
と 

し
て
軍
縮
に
向
う
と！̂

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
重
工
業 

優
先
の
根
據
と
は
：で
き
な.い
皆
で
あ
る
？
ま
た
農
業
發
展
の
た
め
の
重
工
業
優 

先
論
も
、

一
九
五
六
年
の
投
資
內
譯
か
ら
明
か
な
ょ
う
に
、
決
し
て
農
業
投
資 

機
械
-肥
料
購
入
領)

は
大
き
な
比
率
を
示
し
て
い
な
い

(

一
三
•
ニ
 
％)

。 

し
か
し
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
.詳
細
な
資
料
分
析
が
必
要
で
あ
る

を
機
械
霍
へ
、
そ
し
て
霞
過
程
の
オ

ー

ト
メ
-
シ
ョ
ン
化
.電
化
。
し
か 

し
こ
の
技
術
的
水
準
に
達
す
る
た
め
に
生
產
手
段
.を
生
産
す
る
重
工
業
は
あ
ら 

ゆ
る
點
で
發
達
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
，。
そ
し
て
現
在
ょ
り
は
測
り
知
れ
な 

い
高
水
準
の
物
的
基
礎
が
達
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
基
礎
は
第
一
部
門 

が
優
先
さ
れ
て
の
み
達
せ
ら
れ
得
る
。

」

と
述
べ
て
い
る
。

第
ニ
の
稂
據
ば
防
衞
の
た
め
の
必
耍
に
ょ
る4.
の
で
あ
：る
。.た
と
え
ば
べ
I 
‘ 

チ
ン
は「

現
在
で
さ
え
重
工
業
の
發
展
は
社
會
主
義
的
擴
大
再
生
產
の
內
的
法
，

が
童
工
業
優
先
の
た
め
の
大
き
な
根
據
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

し
か
し
こ

れ
ら
重
工
業
優
ぬ^
の
f
双
に
は
一
つ
の
貫
ぬく
理
論
が
あ

る
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相
對
的
に
重
工
i

展
の
テ
ン
ポ
.を
若
干
ゆ
る
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
る
に
マ
レ
ン
コ
フ
の
ニ
年
ほ
ど
の
治
世
に
お
い
て
ソ
迪
に
は
い
ま

i
 

工
業
の
發
展
に
餘
力
を
さ
き
得
る
ほ
ど
の
重
工
業
建
設
の
基
盤
は
不
充
分
で
あ 

_る
こ
：と
が

判

明

.
し

た

の

で

あ

ろ

う

0
.

マ
レ
シ
.コ
ラ
の
首
相
.辭
任
•ブル.：

ガ
I
 

ニ
'

ソ
..の
葛

蓉

と

と

も

に

、
再
び
童
'ェ
業
は
ょ
り
急
連
に
發
展
さ
せ
ら
れ
ね
ば 

な
ら
ぬ
ご
と
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
經
過
が
第
六
次
五
力
年
計
畫
に
重
工
業
優

1 
ニ 

(

五
六
'ニ)

,

則
に
よ
つ
て
の
み
な
ら
ず
、
敵
意
あ
る
資
本
主
義
諸
國
の
包
圍
に
よ
つ
て
必
要

一
口
に1K

え
ば
、

マ
ル
ク
ス

=

レ
ー
ニ
ン
の
再
生
產
表
式
に
從
つ
て
、
擴
大
再■
 

®

に
は
重
工
業
が
優
先
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
：

こ
の
議
論
を
.め
ぐ
つ
て
の
論
爭
は
旣
に
わ
が
國
で
も
若
〒
.
^
夂
さ
れ
て
い 

る
。
た
と
え
ば
重
工
業
優
先
論
に
批
判
の
目
を
向
け
た
ベ

ク

ア

に

.つ
い
て
は
、

加

藤

寬

「

三

田

學

會

雜

認」

四

十

八

卷

六

號

。
論

爭

の

經

過

に
.
つ

い

て

は

、
:'
シ 

ニ

ピ

ロ

ブ

論

文

の

飜

譯「

社

會

科

學

の

諸
®

」

第

三

集

。

さ

ら

に

一

の

瀨

秀 

文

氏

，
岡

稳

氏
•

野

々

村

•一
 

雄

氏

の

各

紹

介

。

ま

た

重

工

業

優

先

論

考

コ

リ

ャ
.
 

—

ギ

ン

論

文

の
^

p

 

S

S

の

諸

問

題」

缚

一

集

。
最

も

理

論

的

だ

重

工

業 

優

先

論

ス

ト

ル

ミ

リ

ン

論

文

の

紹

介

に

つ

い
.て

は

、「

拓

殖

大

學

論

集

i

五
十
五 

週

年

記

念

論

文

集

所

收

の

和

田

敏

雄

氏

稿

。

こ

の

ス

ト

ル

ミ

リ

ン

論

文

を

め

ぐ 

る

ド

ッ

ブ

對

ガ

ボ

ー

ァ

に
.
つ

い

て

は

「
11

.

一
田
f

雜

誌」

四

十

九

卷

七

號

の

加
.
 

藤

寬

の

紹

介

。

右
に
紹
介
さ
れ
た
以
後
に
で
た
論
文
で
は.

シ
ャ
フ
ィ
エ
フ

r

ソ

同

盟

に

お

げ

る

社

會

主

義

的

再

生

產」

.

-
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分
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3
,
1
9
5
5

.

ノ

ト

キ

，ソ

—1
技

術

的

1̂
步

と

生

產

手

段

生

產

の

優

先

的

增

大」

.

>
„ hotikhw
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T
€
x
m
i
q
:
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>
C
K
K
5s
!
c

nDorDeoc 

s 

n
p
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>
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y
m
e
c
T
B
e

ff
i
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poor 

np§
3BOACTBa 

cpe

faCTB 

nposBO/lcTBa. 

stoonDOCS 

CIJ
K
O
H
O
M
H
K
H
^
No, 

p 

lto
cn
p 

が
あ
る
。

.

,

'
 

以
下
私
が
論
じ
ょ
う
と
思
う
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
1
に
、
.重
. 

H

業
優
先
を
主
張
す
る
議
論
は
根
據
に
マ

ル

ク

ス
n

レ

ー

ニ

ン
の
㈱
カ
再
生
罾
.
 

f

を
お
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
に
し
、
第
二
に
擴
大
再
生
產
理
論
を

,
ソ

速

に

ぉ

け

る

赏

ェ

業

優

先

論

.

,

.

ソ
連
の
琪
段
階
に
適
用
す
るこ
と

に

よ

っ

て

、

重
工
業
優
先
'を
理
論
的
に

根
據 

づ
け
る
こ

と

は

で
き
な
い
こ

と

を

結
論
す
る
。

.

.
'
ニ
■

.

.

.
V 

.

.

論
爭
の
經
過
に
っ
い
て
は
前
述
の
紹
介
を
參
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
ま 

ず
簡
單
に
各
論
者
の
意
見
を
み..て
み
よ
う
。
：
.

消
費
財
生
產
重
點
論
者
と
し
て
の
ベ
ク
ァ
は
次
の
.よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「

重 

工
業
の
急
激
な
發
展
亍
ム
ポ
の
政
策
は
、
が
っ
て
ば
社
會
主
義
の
基
本
的
經
濟 

法
則
と
計
畫
性
の
あ
る
發
展
の
法
則
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
'が
現
在
の
段 

階
で
は
こ
れ
ら
の
法
，則
の
要
求
と
矛
盾
す
る
に
至
っ
た

」

と
0
こ
の
よ
う
な
見 

解
.は
、
力
シ
モ
ブ
スキ
ー
、
力

I
ッ
、

タ
ズ.、不
ッ
ォ.フ
等
^

^

財

重

點

論

を

唱 

え
る
人
々
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
シ
エ
ピ
ロ
フ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
誤 

っ
た
考
え
の
*
員
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
い
う
。

r

資
本
主
義
の
諸
條
件 

..の
も
と
で
は
、，.生
產
の
目
的
は
利
潤
を.ひ
き
だ
ず
こ
と
に
あ
る
。
羽
潤
を
增
加.
 

す
る
手
段
と
し
て^
ま
つ
こ
と
は
生
產
の
擴
大
で
あ
る
。
.，
た

か

ら

.資

本

主

義

に 

と

っ

て㈱
員
的
.な
こ
と
は
生
塵
の
た
め.の
生
產
で
あ
る
。
.
.
こ

こ

で
は
を
^
は
消 

費
'か
ら
切
り
離
さ
れ
，
消
費
と
深
い
矛
盾
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。：
消
費
物
資
の 

生
產
は
住
民
の
裹
需
耍
が
減
退
す
る
た
め
に
生
產
手
.段
の
生
產
か
ら
系
統
的 

:

に
立
ち
お
く
れ
て.い
る
。

」

だ
か
ら
資
本
主
義
で
は
生
產
手
段
生
產
の
優
先
的
發 

展
が
合
法
則
的
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

「

社
會
主
義
で
は
生
產
の
目
的
は
人
間
と 

そ
の
欲
望
で
あ
る〜

だ
か
ら
生
產
手
段
め
生
產
す
な
わ
ち
重
^
業
の
優
先
的
發 

庚
は
社
會
主
義
的
生
產
樣
式

：

の
法
則
で
は
.あ
り
得
な
い
。
何
故
な
ら
そ
の
場
合 

:

に
は
：生
產
と
^

と̂
の
矛
盾
が
激
化
さ
れ
る
か̂,
。

」

.:'

だ
が
こ
の
よ
デ
な
考
え
方
は
重

H

業
優
先
論
者
に
よ
れ
ば
、
摧
だ
し
い
マ
ル

. 

1

三

C

五
六
三)



' 
•

:

l!r.

田
幕
會
雜
認
’
第
卧
十
九
卷
笫
八
镚
ノ 

-

■ク
ス=
レ
I 
二
ン
主
義
の
設
解
で
あ
る0

「

ヵ
シ
モ
フ
ス
キ
ド
に
よ
れ
ば
、第
 
一* 

:第
：
ニ

兩

生

產

部
^
の

麗

テ

が

ポ

样

、

'マ
ダ
ク
太
_は
进

則

を

確

立

じ

な

か

：
っ 

:

と

い

う

」

，
け
.

も
，

」

.剩
餘
價
載
說
史
：に
阱
記
し
て.い
：る
よ
う
に「

宠
用
さ
：
 

れ
る
薦
者
數
：の
比
較
的
よ
い
タ
ダ<'
の
部
か
が
、
生
產
物
そ
れ
自
體
の
再
生
產.
 

:で
：は
.な
く
生
產
手
段
の
苒
生
產
に
從
事
し
て
い
る

」

と
。.更
に
レ
ー
，-

1

ン
、
ス 

タ
ー

リ

も̂
社
#
、8
的
エ
業
化
の
決
定
的
環
が
重
工
業
の
擴
大
に
あ
る
こ
と 

ゼ

議

し

た

。
ソ
連
の
過
去0
發
展
が
重
エ
業
'に
よ
-0
.た
-
と
ぼ
明
自
で
あ
る 

ど
o
.こ
の
よ
う
に
.し
て
®

財
重
.點
論
者
の
意
見
は
^
り
去
ら
，れ
た
の
で
あ.

:

る
。：

生
簾
優
先
論
者
は
擴
大
再
坐
產
の
た
め
に
は
社
會
主
義
的
蓄
積
を
、
そ 

の
だ
め
に
は
生
產
性
の
上
昇
を
、'-
そ
の
た

め

に
：は
物
と
な
.つ
た
^

^(

蓄 

橫
勞
働)

の
上
#
を
、
と
い
う
圖
式
を
頭
の
中
に
描
い
て
：い
た
の
で
あ
る
。
.
旣 

に
紹
介
さ
れ
た
も
の
以
外
で
は
、

シ
-v
.

フ
ィ
エ
フ
と
ノ
ト

キ
ン
の
論
文
が
あ 

る

;°
-

.

.へ

.

-
- 

"
,; 

.

シ
ャ
フ
ィ
ヰ
フ
に
よ
れ
ば

「

社
#
的
生
產
物
の
ニ
^
P5
の
^
に
は
明
確
な
闕 

係
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い■う
こ
と
を
、
.
.
マ
ル
ク
ス==

レ
ー
ニ 
ニ
ズ
ム
は
敎
え 

て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
單
純
再
生
產
で
は
：

Icy+§
) 

=
1
1
0
擴
カ
_
生
產
で 

は

：

Icy+W) 

V
I
I
Q
と
示
し
て
.い
る
。
社
會
的
.生
產
物
.の
.第
一

部

門

と

第

一

：
一 

部
朽
と
の
間
の
關
係
の
そ
め
形
式
は
、
資
本
主
義
の
.た
め
の
み
な
ら
ず
共
產
主 

義
の
第
一
段
階
に
も
第
一

一

段
階
に
^
!觀
的
で
あ
る
。

」

そ
し
て
第
|
部
門
は
技 

術
の
進
涉
に
よ
つ
て
第
ニ
部£
よ
り
念
連
に
成
長
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
も
ソ 

迪
に
お
け
る
苹
和
的
目
的
の
た
め
の
原
子
力
の
利
用
は
、
'技
術
の
進
炎
を
も
た 

'ら
し
、
生
產
カ
の
急
連
な
發
展
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
^

第
一
部§ ：

の
優
先
-は 

.必
然
で
あ
る
。
し
か
し
第
一
部

S
：

優
先
的
發
展
の
客
觀
的
必
然
性
は
、
生
產
手 

段
の
擴
大
生
產
が
第
二
部M
か
ら
遊
離
し
て
行
'わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

•

,

.

, 

一
四
’

(

五
六
四)

、-
'

备

の

で

は

：
な
::
«
:、''
::.:
生
商
と
1
:と
.の
間
餃
ば
明
確
纪
相
寒
依̂
と
相
互
關
迆
が
. 

な
け
れ
ば
^
ら

な

い

：。

:'.''

生

產

と

翼

と

は

響

主

義

で

は

敵

對

す

る

も

の

で

ば
 

な
く
、へ
第
、5
PJ
の
優
位
は
勤
■

の
物
質
的
富
を
增
加
す
る
こ
と
に
な
る
の 

で
：あ
る
か
ら
、一

部
の
人
々
が
考
え
た1-
ゔ
.に
、
，國
民
の
消
費
財
.に
集
中
さ
れ 

だ
黨
.の
努
カ
は
ー
、
.決
し
て
生
產
手
段
優
先
の
原
則
に
變
更
を
加
え
る
こ
ど
を
意 

味
し
た
も
の
で
は
な
い。■■ 

- 

::

更
.に
ノ
卜
キ
ン
は
：、
：
レ
ー
ニ
ン-の
教
示
に
從
つ
.でT

擴
大
禅
生
產
の
條
件
は 

技
術
が
進
炎
す
る
場
合
、@
+§)

1
が

a

Mよ
り
大
き
く
な
る
の
み
な
ら 

ず

、
'
消

費

脉

の

生

產

に

對

じ

弋

生

產

手

段

生

產

の

優

先

的

な

よ

り

急

連

な

發

展 

が
：あ
る
こ
と
で
あ
る1-
と
し
、

「

も
し
新
機
械
技
術
の
生
產
が
消
費
財
の
生
產
と 

同
じ
テ
ム
ポ
で
成
長
し
だ
な
ら
、
-
一
定
期
間
の
後
、
そ

の

技

術

は

手

段

の 

消
費
補
塡
の
ため
に

充
分
で
あ
る

に
す
ぎ
ず
、
遂
に
は
そ
の
目
的
の
た
め
に
.さ 

え
宠
分
で
.な
ぐ
な
る
だ
ろ
う

」

と
論
じ
.て
い
る
。

.'

.

こ
の
よ
う
.に
坐
產
財
部
門
優
先
發
展
論
主
張
の
根
據
は
、
ぃ
ず
れ
も
"
第11 

部
R
に
_
す
る
第 
一
^

生̂
產
髙
の
^
員
テ
ム
ポ
の
よ
_り
1;
罾
な
%
大

と

‘
い
う 

意
味
で
、' .

レ
ー
_
1ン
が
、
マ
：ル
ク
ス
：の
擴
大
再
生
産
表
式
に
技
術
的
進
步
に
よ 

る
資
i

成
高
度
化
を
導
入
し
て
、m
一
 
部
門
の
優
先
的
發
展
を
結
論
し
た
理. 

論
に
.お
か
れ
て
.あ
:̂
。
.
'
.

■.(

こ
こ
で
論
爭
さ
れ
る
重
工
業

「

優
先」

の
意
味
は
、
第
二
部

S
：

の
生
産
物 

を
增
加
す
る
ため
に

第
一

部
^
の
生
產
物
が
加
逮
度
的
に
增
大
せ
ね
ば
な
ら
ぬ 

と
.い
う
こ
と
で
、
總
生
產
高
中
に
占
め
る
第.一
部£

生
產
物
の
比
重
を
犬
な
ら 

し
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い。)

.こ
の
マ
ル
ク
ス=

レ
I 
一
一
'/
の
擴
大
再
生
產
表
式
に
則
つ
て
、
社
會
主
義
社 

會
の
再
生
產
表
式
を
展
開
し
た
の
は
ス
ト
ル'、、
リ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
和
田

136Ol+l288O2+610V -f610M -2644P  2440/i 1288/3
6001+102002+360V+360M  -1800P  8 4 0 / 1 1020/2

1530i+ 14B7G.+690V + 690M = 2990P 2760/! 1457/s
+  910/x 1105/3

第-.部門 100Cl+95002+450V +450M =1950P 1800/レ 950プ 2

第二部門  B O O x + S B O C s + S O O V + S O O M ^ i e O O P  7 0 0 / 1  部0 / 2

第一部門 11801+111902+530V +530M =2297P 2 1 2 0 / ! 1119/2

第二部門 55CV+935a2+330V +330M =1650P 770/i 935/j

ス ト ル ：ミ リ ン 表 式

物的支出 物 的 資 本

£ 第平')第一部門 

Q  二度J 第二部門

第年1 第一部門 

3 度|笫ニ部門

單付 
生 

純產 .

一 第年 

' 一度

固 施  

定 . 動

■勞
働

對

，象 

.勞
働

用

.
具

敏
雄
教
授
の
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
の
で
、
簡
雖
に
述
べ
る
と
、
ス
ト
ル
ミ
リ
ン 

0
意
_
は
、
'消
費
財
を
每
年一

〇
％
增
大
し
て
い
く
に
は
、
生
産
財
部

S
：

生
産 

を
何
％
檢
加
す
れ
ば
よ
い
か
を
；
^

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
表 

式
の
數
字
例
.に
從
っ
て
考
え
る
と
、
戢M
胃
生
產
で
の
m
費
財
生
産
物li

p

 

を
第
一
年
度
の
消
費
財
生
產
物

1650F (

一.〇
％
增
大)

に
す
る
た
め
に
必
要 

な
固
定
资
本
/1
は
、
單
純
再
生
產
の
第
ニ
部£
: 70

0

か
ら
、
第
一
年
度
の
第 

二
部
^

7
7
0
に
、
§

^

具
の
ぬ̂

支̂

0 1
は

、

單
純
再
坐
產
の
第
二
部pg 

5
0

か
ら
第
一
年
度
の
第
二
部

£
5
5

に
、

霞
對
象
の
物
的
支
出02
は
、

單 

純

再

生

產

の

第

二

部
！
： 8

5
0

か
ら
？
第
一•年
度
.の
第
二
部g ： 9

3
5

に
な
ら
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
壻
分

70/1+5C1+85C2U160

は
、 

眾
純
M

產
第
一
部§：

の450 M
+
4
5
0

 V
H
9
0
0

に
對
じ
て0.17

00
す
な
わ 

ち
、
I

財
.一
〇
％
增
加
の
た
め
に
新
投
資
は
生
產
財
部
門

一

七

.八
％
の
增 

加
を
必
要
と
す
る
。
第
二
年
度
で
は
三
五.六
％
、
第
一

1

一
年
度
で
は
五
三..•
_ 

%
と
い
う
具
合
に
、
消
費
財

一

〇
％
增
加
に
っ
れ
，て
急
連
に
生
產
手
段
生
養
は 

增
加
し
て
い
か
ね
ばな
ら
な

い
と
い
う
の
で
あ
る

(

後
述
す
る
資
本
係
數
が
臂 

大
す
る
場
合
で
あ
る

)

。

こ
の
表
式
は
、

マ
ル
ク
ス
の
不
變
資
本
を
ス
ト
ッ
ク
..と

フ

ロ

ゥ

、

そ
し
て
勞 

働

用

具(

設
備)

の
沿
費
と
薦
對
象
S

S
の
消
费
と
に
分
け
て
い
る
點 

で一

步
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
所
が
彼
の
表
の
お
か
し
な
點
を
あ
げ
る
と
、
ま 

ず
第
一
に
、
彼
の
表
式
の
第-*
ヰ
度
、
第
二
年
度
、
第
三
年
度

…
…

は
全
然
無 

關
係
で
あ
る
と
い
う.こ
と
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
擴
大

E

生
產
表
式
で
は
、
：
第 

ニ
年
度
の
不
變
資
本
は
第
一
：
.葉
に

蓄

積

さ

れ

、
：
第

三

年

度

は

第

.
一
一
牟
庳
か
ら 

で
て
く
る
の
で
あ
る
の
に
、
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
表
式
で
は
、
第
一
年
度
か
ら
第
二 

蛋

；

《

移
石
擴
太
搏
生
產
條
件
は
存
在
ル
灾
い̂
い
^

第

さ

年

度

か

ら

第

ヨ

年

ソ
連
に
>
け
る
釓
；丄
業
優
先
論
 

.

.



I.

- m II.

i.

二度j 11.

第年1 I,

三 度 j ii.

op
op 

00
00 
6 

3 

一-

II 

式

M 

M 

表 

i

75
0 

産

-1
0

7

生

+

+

準

ov
ov

張
：

00
75 

擴
.
rl
o

-7

5
$

04
-

C+

汐

00
00 

|

40
15

で式 

あ參 

ろ照

か

16000+  800V +  800M = 3200P

れ 
が 

以 

下
の

問

題

^ で 再  

ヒ表の數字例から明がなように-7 T が年あ生
V る產

C

年高度化するという條件を導入しないで 

が-一定とするなら，第二部H のP を 

增加するために，笫一部鬥のP を急速に 

增大させ々 必要はない。

0 :不變資本V  

餘價値

M  : 
4

II.

可變資本 

P  :.生產物I, ~  = :

0  2 M  1
〒ニ 丁 デ 1，

剩

重
X
業
優

先

を

果

た

し

て

式.
か

ら.
m
び

と

が

で

ぎ
る

ニ

ハ

(

.Jr.
六
六〕

ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
再
生
產
論
の
わ
く
の
中
で
擴
大
苒
生
產
に
お
け
る
第
一 

部£
：

の
ョ
リ
大
な
る
增
大
率
の
必
然
性
を
理
氤
的
に
論
證
し
ょ
ぅ
と
し
た
、
岡 

丨
稔
氏
の
意
見
を
み
て
み
ょ
ぅ
。

氏
は
擴
大
再
生
產
の
條
件
七
し
て
の
マ
ル
ク
ス
め
定
式

(V.l+Ml)VC2 

を
疑
問
の
餘
地
の
な
；

S

前
提
條
件
と
し
て
出
罾
さ
れ
る
ヘ
添
字
は
部
門
を
示 

す)

。
 

*

s
x
d
l
+
v
l
+
M
l
=
p
l

か
ら
：

V
1
+
M
1

は
pi
の
一
部
分
、
す
な
わ
ち
、 

v
l+

M
l

 =

 a
F
l

ま
た 

C
2+
V
2+

M
2N
P
2 

か
ら 

m

,y
と
$>
.ら
ゎ
せ

三
田
學

會

雜

誌
第
四
十
九
卷
第
八
號

• 

，

,
函
度
へ
の
移
行
條
怦
も
存
在
し
て
い
な
い
。
結
局
彼
の
式
は
單
に
單
純
再
生
產
の 

,

時
と
比
較
し
て
消
費
財'ー
〇
％
會
大
に
は
生
產
手
段
生
產
が
何
％.か
と
い
ぅ
に
': 

' 

.

.す
ぎ
な
い
。
第
|
.
{
に
彼
の
式
で
は
第.ニ
部
門
へ
.の
投
資
增
大
の
.み
が
考
慮
さ
れ 

.V
、

第
一
部
pi
へ
の
投
資
增
大
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。.'
;
っ
ま
り
第
—部
門
.の 

• 

,

.墙
太
は
表
式
.の
體
系
か
ら
與
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
.こ
れ
は
ガ
ボ
ー
ア
も
指 

•
 

.

■
摘
す
る
通
り
諭
理
的
で
は
な
い
。
第
三
に
消
費
財
部
門
の
原
料
が
大
部
分
農
產 

物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
消
費
財
擴
大
に
、必
要
な
投
資
は
農
業
に
も
大
き 

ヴ
好
/:
'
:,:
:

-

:な
役
割
を
課
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
四
に
、
彼
の
數
字
例
で
も
第
一
豸
胄
と
第 

‘

.
ニ
部
門
と
の
生
產
物
增
加
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年■々一
一
一
四
七
と
.
一
五
〇

ず

っ

の

同

量 

.增
加
と
な
.つ
て
い
る
。

ハ
 

耍
す
る
に
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
表
式
は
恣
意
的
な
第
術
數
量
に
よ
る
計
算
で
あ
る 

.
>
:
:
が
ら
、

一
般
的
に
結
論
を
下
し
得
る
も
の
で
は
か
い
;0
そ
こ
で
ー
般
的
に
重
エ 

,
業=

生
產
手
段
部
門
優
先
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
再
生
產
表
式
に
從
.っ
て
結 

論
を
だ
せ
る
理
論
を
考
え
ね
ば
な
ら
な.い
。
し
か
る
に
上
來
見
.て
き
た
よ
ぅ
に 

,
' 

'

ソ
連
に
お
け
る
第
一
部m
優
先
を
主
張
す
る
論
者
の
立
論
の
根
據
は
い
ず
れ
も 

ぼ

.

.

:レ
-
ニ
ン
の
擴
大
再
生
產
に
お
け
る
^
^
的
構
成
高
度
化
導
入
に
よ
る
表
式
に 

.基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
レ
ー
ニ
ン
の
針
算
に
基
づ
く
限
り
ぐ
有
機
的 

.
構
成
高
度
化
の
條
件
を
導
入
す
れ
ば
必
ず
第
一
部

S
：

は
..
第1

ー
部
£
:よ
り
、.
よ
り 

急
速
に
增
大
し
な
け
れ.ば
な

ら

な

い

，
：

(

レ
ー
.

-1

ン

「

所

謂

市.^
問

題

に

っ

い

て」)

0

> 

-

そ
こ
で
問
題
の
鍵
は
、
再
生
產
表
式.に
よ
っ
て
第
一
部
^
の
僂
先
を
主
脹
す 

.
る
た
め
に
は
、
®

的

構

成

の

高

度

化

を

導

入

す

る

，
こ
と

.に
あ
.る
。
も

し

嘉 

f
:'
.'..
;.
v 

' 

が
高
度
化
し
な
い
な
ら
ば
、
再
生
產
表
式
に
よ
っ
て
第
一
豸
胄
_
"
重
エ 

へ 

業
優
先
を
主
張
す
る
こ
と
は
士
ン
セ
ン
ス
に
な
る

(

マ
ル
ク
ス
擴
張
再
生
產
表

'
る
。
'そ
こ
で

璐
大
再
生
產
條
件
は

a
p
l
v
p
2

と
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

所
で 

' 

生
產
性
の
.向
上
は
，
生
產
物
.一
單
位
あ
た
り
の
霊
含
有
量
を
低
下
さ
せ.
 

/

社
會
的
總
生
產
物
全
體
に
っ
い
て
は
生
き
たi

の
比
重
を
低
下
さ
せ
て
、
過 

-
去
の
^
^
の
比
重
を
相
斜
的
に
增
大さ..せ
る
こ
と
を

意
味
す
る
と

い
わ
れ
る
か 

ら
、V

+
M

に
比
べ
V
0の
割
合
が
相
對
的
に
.增
大す
る
こ
と
、

.っ
ま
り

.

ミ

^

5

5
ド，の
値
が
次
第
に
減
少
し
、
T

S

H

.
 

O

S

I

」 

に
增
大
す
.る
こ
と
を
意
味
す
る
。..そ
こ
で
も
し
a
p
M
v
<y
p
2 

... 

.
•

に
'お

い

て

、

こ 

.
:の
不
等
式
關
係
を
維
持
す
る
に
は
、
' 朽
が
め
よ
り
急
速
に
增
大
す
る
こ
と
、
づ 

ま
り
第
一
部S

：

の
.念
速
な
增
大
の
み
が
擴
大
再
生
產
を
維
持
で
き
る
と
い
う
の 

で
あ
る
。

■
こ
の
岡
氏
の
見
解
に
對
し
て
和
田
敏
雄
氏
は
次
の
よ
う
な
批
判
を
さ
れ
る
。
： 

第

，一
に
、
.マ
ル
ク
ス
苒
生
產
表
式
は
靜
態
的
な
も
の
で
あ
っ
て
勞
働
生
產
性
の

. 

向

上

に

：
よ

る
i

的
構
成
の
高
度
化
な
ど
の
動
因
を
導
入
し
て
は
な
ら
な
い
？

:

'
第
.

1

一
に
く
ド
+

€.

に
よ
る
03
の
補
塡
は
M
値
#
;
の
補
瑱
では
な
く
生
產
的
に 

ゾ
さ
れ
る
生
產
財
と
同
量
の
物
的
財
貨
を
補
瑱
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で 

V
1
+
M
1

が
生
產
性
向
上
の
結
果
、
償
値
量

=

社
會
的
必
耍
篇
量
と
し
て
の 

値
を
減
少
ず
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
02
の
價
値
量
も
減
少
し 

たVi

十M
l

の
價
値
氣
に
應
じ
て
減
少
ず
る
彳
そ
こ
で
れ
の
舊
價
癦
里
補
瑱 

、

は
旣
に
擴
大
と
な
る
。
そ
こ
で
、
岡
氏
の
場
合
■fi
N
pl
.w

+ g
g
が
減
少
す 

る
な
ら
、
a
の

分

子V
1
+
M
1

で
素
材
的
に
補
填
さ
れ
る&
の
分
子
C2
も
減 

:

.少
す
る
か
ら
、
&
の
漸
增
の
た
め
に
は
、.，
々

の

分

母

：V2

十M2
:

が
ー
層
急
連 

V
に
減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
結
局
第
..一
部
門
よ
り
第
二
部
門
が
構
成 

高
度
化
を
#
速
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬとい
う

矛
盾
に
お
ち
い
る。

‘

•

ソ
連
に
お
け
る
重
工
業
饅
先
.論

 

•

し
か
し
な
が
ら
こ
の
批
判
に
は
疑
間
が
あ
る
。
第
.一
の
點
に
つ
い
て
い
え
ば 

た
し
か
に
資
本
論
の
マ
ル
ク
ス
再
生
產
表
式
は
靜
態
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
有 

機
的
構
成
の
高
度
化
を.導
入
す
る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
。
と
い
う
の
は
マ 

ル
ク
ス
の
擴
張
再
生
產
表
式
自
體
、
時

間

(

i)
を
變
化
さ
せ
て
い
る
か
ら
で 

あ
る
。
し
か
も
和
田
氏
の
考
え
ら
れ
る
構
成
高
度
化
導
入
に

よ
る

矛
盾
は
決
し 

て
あ
ら
わ
れ
な
い
。
和
田
氏
は
、.<
1
.
+
1
\
1
1

で
02
が
補
稹
さ
れ
る
か
ら
、
前
者 

の
相
對
的
減
少
は
、02
の
減
少
と
な
る
と
さ
れ
る
が
、
前
者
の
減
少
は
あ
く
迄 

も
拙
對
的
な
滅
少
で
あ
つ
て
仏
の
減
少
か
ゼ
う
か
は
決
定
で
き
な
い
。
a

•
 

& 

の
分
母
：が
異
る
以
上
比
較
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
-o

だ
が
こ
の
こ
と
は
和
田
氏
め
見
解
が
す
べ
て
誤
り
で
あ
り
、
岡
氏
が
正
し
い 

と
い
う
の
で
は
な
い
。.和
田
氏
の
正
し
い
點
は
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
條
件 

の
導
入
を
現
實
的
な
も
の
と
さ
れ
る
點
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
技
術 

進
步
か
ら
溝
成
の
高
度
化
を
傾
向
と
し
て
と
り
い
れ
た
の
が
レ
ー

-1

ン
表
式
だ 

と
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
正
し
い
。
私
も
こ
の
見
解
に
深
く
同
意
す
る
も
の 

で
あ
'つ
て
、
：有
機
的
懂
成
の
高
度
化
を
當
然
の
こ
と
と
し
て
、
こ

こ
か
ら

^
一
 

部S
：

優
先
を
證
明
で
き
る.と
す
る
考
え
に
疑
問
を
も
つ
。

こ
こ
で
問
題
'は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
第
.一
部
門
が
優
先
せ
ね
ば
な
ら 

ぬ
と

い
う
こ
'とが
主
張
さ
れ
る
の
は
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
條
件
と
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
重
丈
業
優
先
の
理
論
的
必
然
性
は
、
有
機
的
構
成 

高
度
化
の
確
實
挫
如
何
に
よ
る.こ
と
と
な
る
。
，もし
®

的

^

成

高

度

化

が

必 

然
的
な
ら
重
工
業
優
先
も
必
然
的
で
あ
る
。
ま
た
高
度
化
が
必
然
的
で
な
い 

(

不
確
定)

.な
ら
重
工
業
優
先
も
必
然
的
と
は
い
え
な
く
な
る
。
理
論
的
必
然
，
 

性
を
結
論
す
る
た
め
の
條
件
が

m
e
a
n
i
n
g
f
u
l

で
あ
る
か
否
か
は
、
政
策
上 

極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る。

■
一
七
，
.

(

五
六
七) 

' 

.

議

碧

：

,

:

ン 

\ 

;

ン

：

/ 

ぐ 

ノ
 

.ぐ

.

.

，

' 

'/■ 

,
 

•

•
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德
谓
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し
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r
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、
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:
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' 

■
-

. 

一

八

(

五
六
八)

生
產
で
は
生
產
量0
を
生
產
す
る
た
め
に
は«.
が
主
と
な
り
、
技
術
の
進
步
は 

を
增
し
て
a
を
減
じ
、
從
つ
て

A
a.
、
.マ
'ル
■ク
ス
.的
に
い
つ
：て

0
¥

は
增

で
は
高
度
化
は
必
然
的
で
あ
ろ
う
か
。
技
術
進
步
に
よ
る
資
^
^
成
の
高
度 

_

向
を
マ
ル
ク
ス=

レ
I
 

ニ
ン
が
考
え
た
咿
、
，
技
術
の
革
新
は
勞
漏
約
的 

發
明
を
念
頭
に
お
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
技
術
の
革
新
に
は
、
資
本
節
約 

的
發
明
；'i
節
約
的
發
明
資
本
と

i

と
を
同
時
に
節
約
す
る
中
立
的
發 

明
が
考
え
ら
.れ
る
。
，
こ
2
ニ
者
の
革
新
は
常
に
相
俟.っ
そ
一
' っ
の
み
を
考
え
る 

:

と
と
.は
許
さ
れ
な
：い
。.
.P
?
ビ
.ン
ツ
ン
关
人
に
よ
れ
ば
：

「

技
術
發
展
.の
性
質
は
，

J 

般
に
_

の
使
用
を
增
大
さ.せ
る
も
の
と
し
ば
し
ば
考
え
ら
れ
て
い
；る
が
、
：
こ
' 

の
見
.解
に
は
基
盤
が
な
い
。
：最
も
普
通
な
革
新
す
な
わ
ち
生
產
の
機
械
化
は
通 

常

3:
場
設
備
に
關
し
て
は
資
本
費
用
を
增
加
さ
せ
る
。
.：し
か
し
同
時
に
生
產
を 

ス
ピ
ー
ド
，
ア
ッ
プ
し
て
仕
掛
品
に
關
し
ズ
は
資
本
費
用
を
節
減
す
る
0
一
 
般 

'に
傘
新
が
資
本
を
節
約
す
る
程
度.は
、
そ
れ
が
を
節
約
す
る
程
度
よ
り
少 

い
と
オ
る
特
定
の
根
據
は
な
いo
jつ
ま
り
資
本
のス
ト
ッ
ク
.が
增
大
1
て
も
、
' 

フ
ロ
ゥ
は
逆
に
P

し
得
る
の
だ
と
い
う
。
か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
資
本
の
有
機 

的
構
成
を
、.必
ず
し
も
高
度
化
し
得
る
と
斷
定
す
る
こ
と
ば
で
き
な
.'い.。 

:更
に
考
え
る
資
本
の
有
機
的
構
成0
¥
.を
！i
f直
す
と 

メ y
:

こ
..こ

で
^
^
^
!
約

は

P

V
か
：增
大
す
る
こ

と

を

い

う

わ
け
.で
あ
る
が
、 

そ
れ
は
必
ず
し
も0
|
!
>
の
增
大
と
直
結
せ
ず
、0

P
の
增
大
如
何
に
よ
っ
て 

き

ま

る

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り0
|
:
>
は

O
I
Pに
依
存
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ 

..の
0
P'
は
資
本
係
數
を
あ
ら
わ
す
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
資
本
の
有
機
的
構
成 

が
高
度
化
す
る
.か否かは約傾向が

i

し
て
.も
、
な
お
資
私
係
数
の 

■

に
よ
つ
て
決
定
さ
れる
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、0
や

：
>

が
マ
ル 

ク
ス
の
い
う
不
變
費
本
や
可
變
資
本
を
正
確
に
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
し 

.か
し
資
本
財
を
&
と
し
勞
働
を
«,
と
し
て
集
許
量
を
ぁ
ら
ゎ
す
と
、
低
級
'な
る

加
す
る
。
け
れ
ど
も
こ
め
進
步
に
つ
れ
てoが
增
伽
す
る
限
り
1

0
が
增
加 

す
る
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
は

o
!
e

つ
ま
り

纖

1

單
位
當
り
生
產
靈
の
不 

變

，を
前
提
と
す
る
：と
き
に
の
み
肯
定
で
き.る。
.勞
働
飾
約
とい
う

こ

と

は

、

生 

產
物
ー
.單
位
當
り
の
勞
■
必
要
量
の
減
少
だ
か
ら
、、

は

^V

す
る
。
：資
：
 

本
係
數
6
0

は
資
.本
構

成
&
l
a
,
と
勞
働
係
數
' eio.

と
：の
積
だ
か
ら
、

0.
0
が
低
下
し
.て
も
丸
0
'が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
故
に
勞
働
節 

約
的
發
明
に
上
声
て
資
本
係
數
が
增
加
す
る
と
一
般
的
-に
は
い
え
な
い
0
こ
れ 

は

有

機

的

構

成

へ

の

便

宜

的

接

近

に

す

ぎ

な

い

が

、

口
ビ
ン
ソ
シ
の
ー
ー
ー
日
を

1£
當 

化
す
る
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
構
成
.は
資
本
係
數
と
薦
係
數 

C
O
;«•)

と
に
依
存
し
て
お.り
、
露
係
數
の
み
か
ら
高
度
化
を
論
ず
る
ベ
き 

で
は
な
い
。
.' 
薩

係

數

O

N
が
增
大
し
て
も
資
本
係
數&
I
Oの
增
大
と
い 

う
こ
と
■に
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
資
本
構
成
が0
«
の
增
大
に
よ
つ 

て
增
大
す
る
と
は1

義
的
に
斷
定
で
き
な
い
と
い
う
こ.と
を

示
し
て
い
る
ハ
 ̂

田
保
馬「

經
濟
成
長
の
硏
究」

■三
ニ
^
三
三
頁)

。

(

!£)

こ
の
式
の
意
味
に

っ

い

て

國
際
經
濟
學
會
第
十
三
囘
大
會
で
、
私
の
中 

心
的
論
點
で
あ
る
か
の
如
く
批
判
を
受
け
た
。
そ
れ
■に
っ
い
て
若
干
の
お
答 

え
を
し
て
お
く
。

第

一

に
-
^
r
-
u
+
x
-
l
-

は
'本
來
恒
等
式
で
あ
っ
て
こ
の
式
か
ら 

何
ら
か
の
結

.論
が
で
る
答
が
な
い
。
私
の
中
心
的
な
論
點
は
、：
資
本
構
成
の 

高
度
化
を
必
然
的
と
す
る
立
論
に
對
し
、
そ
の
こ
と
は
一
般
的

に
は

成
立
し 

な
い
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の

•极
據
は
本
文
中
に
述
べ
た
如
く
.ロ
ピ
ソ

ソ
シ
夫
人
の
言
葉
に
ょ
っ
て
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
こ
の
式
か
ら
結
論

を
導
き
だ
す
必
要
は
な
い
。
こ
の
式
は
單
に
、，
勞
働
係
數

C

P

V

)

の
増
大

が
资
本
牌
成
の

%
大
に
な
る
と
す
る
考
え
に
、
必
ず
し
も
そ
う
は
沄
え
な
い

と
い
う
こ
と
を

*云
う
の
み
で

•あ
る
。

第
ニ
に
、
0
^
.が
低
下
し
て
も
そ
の
低
下
の
程
度
を
上
囘
っ
て
P

V

が
增
大
す
る
な
ら

0
1
> は
增
大
す
る
こ
と
は
無
論
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

n

 

1P

は
1
>の
佾
分
以
上
に

0
が
僧
大
す
れ
ば
ょ
い
の
で
、
何

も

と
 

書
き
直
さ
な
く
と
も
一

K

え
る
*こ
と
で
あ
る
。(

わ
ざ
わ
ざ
書
き
直
し
た
の

.は
、
. 

IH
.に
第
一
の
點
を
明
承
し
た
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。、

)

し
か
し
こ
こ
で
私 

の
い
い
た
い
こ
と
は
、
ソ

.連
で
蜇
エ
業
優
先
を
现
論
づ
け
る
場
介
、
あ
た
か 

.も
ソ
連
.で
今
後
ま
す
ま
す
資
本
權
成
が
高
度
化
す
る
か
の
如
く
斷
定
し
て
い 

る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
の
で
は
な
い
の
か

.と
い
う
點
で
あ
る
。
 

從
っ
て
私
は
、「

ソ
連
で
は
、
資
本
惝
成
高
度
化
の
テ
ム
ポ
が
緩
慢
化
し
て
い 

る」

.と一K

'え
れ
ば
ょ
い
ゎ
け
で
あ
る

0(

こ
の

.

點
、
棘
自
身
論
旨

金

M
亂
'し
、

. 

低
度
化
し
て
い
る
か
の
如
く
表
现
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る

。)

第
三
に
、
マ
ル
ク
ス
の
場
合
、
>
の
相
對
的
減
少
が
0
の
相
對
的
増
大
で 

'あ
.る
.と
す
る
こ
と

.

に
ょ
っ
て
G
I
V 

:

の
高
度
化
を
示
す
わ
け
で
あ
る
が
、
ロ
. 

ビ
シ
ソ
ン

の
指
摘
し
た
通
り
、
こ
れ
は
0
を
.ス
ト
ッ
ク
と

フ

ロ
ゥ
と

に
區
別 

し:

て
い
な
い
た
め
で

、
こ
の

.

區
別
を
す
れ
ば
、
私
の

V
た
.よ
う

に
書
き
直
し 

て
考
え
る
必
耍
が
'で
て
く
る
。：
.ス
.
ト

ル

ミ

リ

V

は
前
，
の
如
く
區
別
し
て
い 

る
が
、
彼
の
圾
合
は
資
本
係
數
の
增
大
す
る
例
し
か
考
え
て
い
な
い
。
こ
こ 

か
ら
彼
の
數
字
例
は
都
合
の
い
い
ょ
う
に
作
ら
れ
た
の
'た
と
す
る
非
難
も
で 

て
こ
よ
う(

ガ
ボ
ー
ア)

。(

こ
の
意
味
で
、
各
記
號
に
d
を
つ
け
る
べ
き
で 

は
な
い
か
と
い
う
松
丼
淸
敎
授
の
御
敎
示
は
適
切
で
あ
っ
た
。)

.

さ
て
そ
こ
で
¥
と
0
と
の
增
加
テ
ム
ポ
.を
比

較

し

て

み

る

と

第

_
ー

 
表

•
第

二 

，
表

の

如

く

な

る

‘。
こ
れ
の
增
大
テ
ム
ポ
を
.み
る
と
、
第
三
•
第
四
表
の
如
く
な 

る
‘0

こ

の

よ

う

な

簡

單

な

計

算

か

ら

結

論

を

出

す

こ

と

は

摧

だ

-¥
•
計

で

は

あ

る 

け
れ
ど
も
、
.少
く
と
も
C

V
.が
い
よ
い
よ
高
度
化
す
る
傾
向
に
あ
る
と
斷
定 

す
る
こ
と
は
.で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
、つ
て
こ
の
こ
と
さ 

え
い
え
れ
ば
十
分
で
あ
る
。；

(

第
.一
部
^
優
先
論
は「

い
よ
い
よ
高
度
化
す
る」 

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
こ
の
私
の
計
算
が
誤
つ
て
い
て 

も
、
私
の
論
旨
に
ゆ
何
の
影
響
も
な
い
。
現
在
い
よ
い
よ
高
度
化
し
て
い
て
も 

將
來
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
い
う
よ
う
に
な
る
可
能
は
あ
る
か
ら
.で
あ
る
。〕

第一表:

の增大の固矩生產X-

1954印 

1992

1950 年 

1446

.940 年 

915

3*7ど928年

57110(

第二表

勞働者•事務岚數の增大

1950年 1955 年940年丨37年928印

1333r26!3210(

第三表 .
第-•表の增大率

95(->50-

1J
1937->40年 

1.6

第四表 :
第二表の增大率

8 ->的年

.7:

937->40^ 1940~>50 年 1950->55 年 

1ュ 1.2 1.2
928->37年 

2.32

連
に
ぉ
け
る
萆
エ
業
優
先
論

九

(

五
六
九)
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田
學
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雜
誌
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四
十
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■
第
八
號

更
に
、
資
本
の
構
成
が
高
度
化.す
る
と
し
て
も
べ
；重
エ
業
と
輕
.エ
業
と
に
分 

け
.て
考
え
て
み
る
と
、
固
定
資
本
の
比
率
は
略
々
七
對
.三
で
あ
り
、
生
産
物
の 

比
率
は
略
々
，一' 九
四
〇
年
に
對
し
ー
九
五
，五
年
は
、
'重
.エ
業

が

四

倍

、

輕

エ

業 

が
ニ
倍
と
接
近
し
つ
つ
あ
る
か
ら
、_
エ
業
で
は
0
は
餘
り
增
大
し
な.い
こ
'と 

が
推
定
で
き
る
。.そ
こ
で
第f
部
同
の
有
機
的
構
成
を
高
度
化
し
、
第_ー.
1部
門 

の
i

敗
構
成
を
一
定
と
し
て
再
生̂
豸
式
を
考
え
る
こ
と
は
、«
め
て
現
# 

的
で
あ
る
。
そ
ぅ
す
る
と
レ

ー 
ニ
ン
表
式
ば
次
^
よ
ぅ
に
な
る
。

,■
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こ
.こ
で
第
ー
部
門
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.」

0
:」

<
=
9
:
1

第
二
部
門
の」0 

”

」v
=
2

 
V
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爿
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と
す
る

と

.

.
j I. 
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o
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+
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こ
こ
で
第
ー
部
^
:の」

0
:
ミ

=
2
0
”
1
.

第
ニ
部
門
の
き
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<
=
2
:
1
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(
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.
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+
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+
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七 
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こ
こ
で
第
一
部
門
の

」C
:
J
V
=
2
5
:
1

'
第
一
；

1

部
門
の
-

」
C

 :
」v==

2

 :
1

續
懲)：.

ニ

. 4
9
5
0
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+
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+
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卜
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+
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^
=
7
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l
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1
6
5
8
+

oo2
5
v
+

oo2
5
M
=
3
i
p
'

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
.消
費
財
を
增
大
す
る
た
め
に
生
產
財
を
よ
り
急
速 

に
增
大
せ
ね
ば
な
ら
、ぬ
と
い
ぅ
結
論
は
で
て
こ
な
い
。

(

こ
こ
：で
注
意
す
べ
き
は
、
以
上
の
こ
と
は
決
し
て
資
本
構
成
が
高
度
化
し 

な
い
と
か
、
.ソ
連
で
低
度
化
し
て
い
る
な
ど
と
い
つV

い

る

の

.
で

は

な

い

と

い 

う
こ
と
で
あ
る
。
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
高
度
化
•
低
度
化
を
斷
定で
き
な 

い
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
我
々
に
と
つ
て
は
た
だ
こ
の
こ
と
が
云
え
れ
ば
十
分 

だ
か
ら
で
あ
る
。)

.更
に
附
言
す
る
な
ら
、.
ソ
連
の
成
長
は
機
械
の
增
大
に
大
き
な
力
を
興
え
ら 

.れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
と
し

V

も
、
'現
在
迄
の
所
、
ソ
連
の
生
產
高 

に
大
き
众
カ
を
果
た
し
た
も
の
は
、
機
械
よ
り
も
勞
働
力
で
あ
っ
た
と
い
っ
て 

よ
い
。
た
と
え
ば
一
九
五
一
ヰ

〜

三
年
に
工
業
の
_

生
罾
14
は
年
平
均
七
. 

七
％
增
大
し
て
い
る
が
、
尙
目
標
八.五
％
_に
達
し
な
か
っ
た
の
に
反
し
、
勞 

働
渚
，
勤
務
員
敷
は
三.年
間
に
五
六
〇
腐it
加
し
豫
定
以
上
で
あ
る
。
第
六
次 

五
力
ヸ
^
篑
で
は
、
工
業
勞
働
力
を
四
八
〇0
萬
人
か
ら
五
四
〇
〇
萬
人
に
增 

加
す
る
豫
定
を
た
て
て
い
石
が

〜

こ
れ
は
年
平
均
增
加
率
ニ
 

.

.
三
％
で
あ
り
、 

過
去
の
增
加
率
か
ら
み
て
不
可
能
で.は
な
い
が
、
そ
の
反
面
、
農
業
生
產
を
向 

上
さ
せ
る
た
め
に
；餘
り
資
本
を
必
要
と
し
な
ぃ
開
懇
を
か
な
り
重
視
し
て
ぉ
り

;

.三
千
萬
べク
タ

ー

ル
開
墾
に
要
す
石
人
員
約
三
百
萬
を
考
え
て
い
る
。
®

力 

.

依
存
.

E

よ
る
不
足
は
德
だ
し
い
も
の
が
あ
り

(

ソ
連
自
然
増
加
人
口,は
約t 

•

七
％
、
三
0
〇
萬
人
位)

、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
めに
は

、

い
か
に
し
て
も
^

 ̂

.節
約
的
な
機
械
の
大
導
入
が
必
要
と
さ
れ
る
。

(

ノ
ト
キ
ン
に
よ
れ
ば
エ
罾
砠
產 

高
增
加
の
七
〇
％
を
生
，產
性
向
上
に
よ
っ
て
達
し
.な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.所
が 

ー
九
四
.〇〜

五
〇
年
平
均
|

生̂
產
性
向
上
は
、
五

〜
一

〇
％
で
、
第
五
次
五 

力
年
計
靈
で
蠶
生
產
性
五
〇
％
向
上
目
標.は
四
四
％
に
終
っ
た。)

.

か
く
て
我
々
は
次
の
こ
と
が
言̂
た
。
ソ
連
に
お
い
て
有
機
的
構
成
が
高
度 

化
し
て
い
る
と
い
う
何
ら
必
然
的
根
據
の
な
い
こ
.と
、
要
す
る
に
斷
定
で
き
な 

.い
：と
い
う
こ
と
、
と
す
れ
ば
重
工
業
優
先.せ
か
ば
な
ら
か3,

と
い
う
こ
と
も
沄. 

え
な
い
こ
と
。.

.

.

四

以
上
.の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
再
生
產
理
論
に
よ
っ
て
、
第
一
部
^
の
優
先
： 

を
說
く
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

ゝ
岡
氏
は( 「

ソ
ヴH 

.ト
エ
業
生
產
<0
'
分
析」

.ー
ニ
〇
頁)

重
工
業
優
先
政
策
を 

一
必
然
的
.な
ら
し
め
た
基
本
的
な
事
情
と
し
て
四
つ
の
點
を
擧
げ
て
お
ら
れ
る
0 

;
第

一
に
國
の
經
濟
的
•
技
術
的
獨立
と
國
防
カ
强
化
と

'

い
う
目
標
、
第
二
に 

.ロ
シ
ァ
の
經
濟
的•技
術
的
後
進
性
、
第
三
に
共
產
主
義
.へ
達
す
る
た
め
の
節

•
 

欲
、
第
四
に
擴
大
再
生
產
に
お
け
る
重
工
業
優
先
.の
必
然
性
。

.

所
で
現
在
の
ソ
連
で
は
、
第一
 

>
第ii

の
理
由
は
緩
和
さ
れ
、.第
三

.

.
第

四

. 

，
の
理
由
は
尙
作
用
し
續
け
る
が
、
そ
れ
程
工
業
政
策
に
重
太
.な

バ
ィ
ァ
ス
を
も 

.

た
：
せ

る

も

の
.で
：は
な
い
。

(

こ
.の
點
岡
氏
の
考
え
は.承
服
し
難
い
.
0 .
氏

は

前

述

し 

,
.た
よ
5.
に
、
.霞
生
產
性
向
上
を
條
件
に
入.れ
れ
ば
第
.一
部
門
優
先
せ
ね
ば
な

,

ソ連ビぉける重ェ業優先論

 

'

ら
ぬ
と
理
論
的
に
歸
結
さ
れ
な
がら
、

1

生

產

性

向

上

は

：

ソ
連
の
至
上
命
令 

.で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
理
論
的
歸
結
を
勤
か
^-
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い 

の
は
何
故
な
の
か。)

そ
こ
で
重
工
業
と
輕
工
業
と
の
發
展
テ
ム
ポ
の
比
を
み
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
 

第
四
次
計
篑
.一
六
六
.七
、
第
五
次
計
畫
一o
八

•五
、第
六
次
計
靈
一
〇
六.

.三
と
減
少
し
て
い
る
か
ら
、
人
義
重
工
業
優
先
は
消
費
水
準
の
上
#
を
と
も
な 

い
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と結
論
さ
れ
る
。
'

だ
が
も
し
、

生
產
性
向
上
に
：基
づ
く
擴
大
再
生
產
の
た
め
に
第
一
部
 ̂

優
先
す
る
必
然
性
が
あ
る
な
ら
、
機
械
の
大
導
入
を
豫
定
す
る
第
六
次
五
力
年 

計
®
で
は
、
も
っ
と
重
工
業
優
先
に
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に 

第
.一
•
第
一一

の
理
由
は
そ
れ
程
重
要.で
は
な
く
な
づ
た
。
し
か
し
べ
ー
チ
ン
が 

主
張
し
た
よ
う
に
、
共
產
主
義
社
會
へ
移
行
す
る
た
め
に
は
、
わ
ず
か
ば
か
り 

P
.
+
C
2
V
F
1

で
は
不
充
分
な
.の
で
あ
る
。
し
か
も̂

生̂

產

性

の

向

上

.が

今 

程
重
耍
.な
時
は
な
い
。
現
在
の
ソ
連
に
と
っ
て
は
、
第
一
♦
第
二
の
理
由
が
重 

耍
で
あ
っ
た
時
よ
り
も
、
も
っ
と
重
丁

〗

業
優
先
が
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
時
で
あ 

る
。
に
も
が
か
わ
ら
ず
、
重
工
業
優
先
の
原
則
を
と
り
な
が
ら
、
し
か
も
消
費 

財
水
準
を
上
昇
ざ
せ
る
政
策
を
と
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
重
工
業
の
急
速
な
增
大 

が
消
費
財
增
大
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
意
味
を
も
た
な
く
な
る 

で
は
な
い
か
。：

 

.

.

結
局
、
重
工
業
優
先
を
唱
え
な
が
ら
も
、
そ
の
主
張
に
理
論
的
根
據
の
な
い 

.こ

.と
が
、
生
活
水i-H

：

上
要
求
の
壓
力
と
相
合
して
、

ソ

員

の

エ

_

砠

罾

を

中 

和
せ
し
めV.

い
.る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

(

註)

ゾ
連
で
.

「

均
：合
め
.と
れ
た
發
展J

と
い
う
時
、

.生

.產
と
消
費
と
が

'、ハ：ラ 

. 

ニ

ー

(

五
七
一)



_ー
連
，
",
;
:
'
-'
'

奪

.

ン
ス
.を
と
っ
て
發
展
す
る
とiK

っ
て
い
る
'の
か
、
ま
た
は
、
將
來
の
消
费
財 

咐
大
の
た
め
に
現
在
の
生
庳
財
を
急
速
に
%
大
せ
し
め
る
こ
と
を
劳
っ
て
い 

ッ
な
«
:̂
、
-
っ
0;
見
解
汾
あ
る
と
と
か
，ら
み
で〜

.:
'
:重
土
業
傷
先
に
®

.根
據
の
な
い
':こ
と
は
明
か
で
：あ
る0
--
.

 ̂

.

.

結
論
的
に
云
う
な
ら
、
'重
工
業
を
優
先
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と

い

う

こ
と
は
、 

有
機
的
構
成
が
高
度
化
す
る
：

(

ま
た
は
し
て
い
る

> .

と
政
策
當
事
者
が
考
え
：た
：
 

阶

疫

根

據

が

あ

り

、
.
.
こ
れ
に
は
一
一
っ

 

'の
鬼
方
が
で
.き
よ
う
。

一
、っ
は㈣
大
再
生 

產

に

は

有

機

的

構

成

が

必

ず

高

度

化

す

る

と

考

え

た

か

、

第

：一
-
一
は
別
に
重
工
業 

優
先
す
.ベ
き
理
由
が
あ
っ
た
の
で
、
有
機
的
構
成
高
度
化
に
よ
る
擴
大
再
生
產 

の
笫
ー
部g ：

優
先
的
發
殷
と
い
う
レ
ー
ニ
ン
理
論
をf

し
た
か
で
あ
る
。

第
一
の
擴
大
再
生
產
に
有
機
的
構
成
が
高
度
化
す
る
か
と
い
う
®

は
今
迄
，
 

述
べ
て
き
た
所
で
明
か
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
う
だ
と
斷
定
す
る
こ
と
は
で
き
な 

'い
.の
で
あ
る
。
從
っ
て
擴
大

K

生
產
に
は
機
械
の
大
導
入
が
必
要
だ
か
ら
重
工 

業
優
先
す
ベ
き
だ
と
い
う
の
も
餘
り
理
論
的
必
然
性
は
な

い
。

結
局
、
何
ら
か
別
な
理
由
で
重

H

業
優
先
を
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り、
. 

レ
ー
二
ン
理
論
を
ソ
述
に
適
用
し
た
の
だ
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
.。
し
か
し
こ 

の
こ
と
は
勿
論
、
ソ
迪
の
蜇
エ
業
優
先
主
義
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
の
だ
と
玄
っ 

て
い
る
の
で
は
.な
い
。
重
工
業
重
點
主
義
に
よ
る
經
濟
的
成
長
は
必
ず
や
ソ
連 

.經
濟
の
■

を
も
た
ら
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。

(

資
本
主
義
と同
じ

く

迂
囘
生
產 

の
原
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

)

だ
が
あ
く
迄
も
こ
れ
は
十
分
條
件
で
あ
っ
て
、 

必
要
條
件
で
は
な1-
、
政
策
當
裏
港
の
意
圖
が
安
全
第
一
.主
義
で
常
に
ナ
殳
條 

件
を
政
策
と
し
て
考
慮
す
る
な
ら
こ
れ
で
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
が
我
々
は
政 

策
の
規
準
を
安
全
第
一
主
義
と
は
考
え
な
い
。
：生
產
の
目
的
が
消
費
に
あ
る
な

」

ら
卧
的
に
よ
タ
て
手
段
を
規
制
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
ル
し
か
る
に
安
全
第
ー
主
羡
：
 

は
手
段
に
.よ
^P

目
的
を
規
制
也
し
め
る
こ
と.に
な
る
。

.
,.
ソ
連
の
重
X
業

優

先

主

義

は

.
、
.
十

分

條

件

で

あ

る

か

ら

安

全

第

一

主

義

と

な 

り
，
目

的

た

る.生
活

水

準

を

切

り

つ

.■
め

ると
い

う

結
果
に
お
ち
い
る
。

に 

‘い
え
ば
生
活
水
準
の
緊
縮
を
、
客
觀
的
法
則
に
よ
つ

て

i

な
め
だ
と
す
る
政 

策
に
お
ち
：い
る
。
し
か
し
資
本
構
成
高
度
化
は
客
觀
的
法
則
で
は
な
い
の
.だ
か 

ち
、
こ」

の
政
策
に
.必
然
的
理
由
は
な
い0

'
.

;

•

•

ソ
連
政
策
の
當
事
者
が
重
工
業
重
點
政
策
を
主
張
し
■な
が
ら
、.
實
際
に
は
そ 

の
主
張
.を
貫
.き
通
せ
な
.い
と
い
う
事
情
も
こ
の
邊
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

g

)

..
以
上
の
論
議
で
，斷
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
點
は
、

「

必
然
的」

と 

い
う
言
葉
で
あ
る
。

も

し

資
本
構
成
が
高
度
化
す
る
と
い
う
條
件
を
導
入
す 

れ
ば
、
第
ニ
部
門

'

(

重
エ
業)

優
先
は
勒
論
的
必
然
的
な
旖
結
で
あ
る
。
も 

'し
资
本
櫞
成
が
へ
現
實
に
高
度
化
す
る
と

い

う

必
然
性
が
な

い
な
ら
、

, ®
:

工
業 

■

.を
優
先
せ

.ね
ば
な
ら
：
ぬ

i
す
る
根

if
は
こ
の

議
論
か
ら
は

で

て
こ
な
い

。
そ 

し
て
現
實
に
高
度

化
し
て

い
る
と
し
て
も
ロ

ビ
ン
ソ
ン
の

反
論
を
認
め
る
限 

り
必
然
的
と
は

い

い
得
な
い
。

そ
れ
故
に
重
エ
^

を

優
先
せ

ね

ば
な
ら
ぬ
か 

否
か
は
、；再
生
產
理
論
か
ら
導
び
か
れ
る
間
題
で
は
な
い
。

'
更
に
ソ
連
で
'は
生
產
手
段
に
商
品

價
値
が
な
い
と
す
，れ
ば
、

資
本
の
有
機 

.:的
構
成
と
い
う
言
葉
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で

.あ
る
と

も
考
え
ら

れ

る

が

(

對
馬 

,

忠
行
氏

「

ク
レ
ム
リ
ン

の
神
話」

〕

、
こ
れ
に
つ

い
て
は

今
な
お
ソ
連
で

論 

.
.̂-
.さ
.れ
て
い
る
の
で
後
日
に
ゆ
ず
る

.

(

三
田
學
會
雜
誌
、
四
十
九
卷
、
十 

號)

0 

V.

辱

營

生

產

組

織

形

態

の

史

的

展

開

は

し

が

き

.'
經
營
生
產
紙
織
に
關
す
る
研
究
は
現
在
國
際
的
に
見
て
、
い
ま
だ
端
緒
に
過 

ぎ
ず
、‘そ
の
上
、
究
明
さ
れ
た
文
献
も
非
常
に
少
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、 

特
に
經
濟
學
と
經
營
生
產
組
織
論
の
.區
別
と
關
連
に
つ
い
て
の
殳
矶
は
ょ
ぅ
や 

く
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
と
苯
つ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

本
稿
は
經
濟
學
と
經
營
生
產
組
織
論
な
の
區
別
と
關
連
に
づ
い
て
な
さ
れ
た 

拙
稿
：「

經
營
生
產
組
織
論
め
分
析
視
の
史
的
發
展
の
部
分
を
な
す
も
の
で 

あ
る
と
同
時
に
そ
の
具
體
化
で
も
あ
る
。

興
知
の
通
り
、■生
產
行
程
を
甚
底
に
し.'た
生
產
技
術
法
則
と.そ
.
の

形

態

と

し 

て
の
生
產
組
織
論
が
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
資
本
制
生
產
行
程
の
：な
か
で
技 

術

的

權

成

と

價

値

的

構

成

.と

し

て

統

一

さ
れ
る

が
、：こ

の
土
臺
の
上
に
經
營
技 

術
と
、
そ
の
運
用
旅
態
と
し
て
の
經
管
生
產
組
織
が
確
立
さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ

。
.
 

ぃ
ぅ
史
で
も
な
く
こ
の
經
營
生
產
組
織
論
は
價
値
の
流
れ
の
反
映
と
し
て
の
原 

價
辄
論
を
統
ー
せ
ら
れ
る
こ
と
に.ょ
っ
：
：て
上
|
^
:と
し

：て
.
の

馨

學

が

形

成
 

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

經
營
生
產
組
織
論
の
內
容
は
經
營
組
織
と
管
理
組
織
と
し
て
把
振
し
た
が
、

こ
の
^

豸

が
- ^
i i

的

に

併

も

_

史

的

展

開

の

な

か

で

明

確

に

さ
れ
る
こ

と

が

必

要
で
あ
る
。■本
稿
で
は
資
本
主
義
の
發
展
段
階

(

工
業
の
發
展
段
階

)

の
な
か

で
經
濟
の
基
本
的
法
則
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
經
營
生
產
組
織
の
機
能
法
則
が

.ど
の
よ
う
に
展
_
す
る
か
を
浮
彫
り
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

'特
に
獨
占
段
階
に
お_い
て

は

、
.
獨

占

利

^

確
保
の

た

め

に

、

經
營
生
產
組
織

の
方
法
は
益
々
多
樣
化
さ
れ
、
複
雜
化
し
、
高
度
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
經
營

學
の
眞
の
意
味
.で
の
確
立
が
こ
の
時
期
で
あ
る
こ
：と
を
考
え
れ
ば
i

.の
こ
と

で
は
あ
る
が
、：
と
り
わ
け
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
.第
'一
、
第
二
の
段
階
に

は
ト
ッ
プ
マ
ネ
ィ
ジ
メ
ン
ト
等
の
も
の
が
系
統
的
に
形
成
せ
ら
れ
て
い
く
過
程

に
あ
っ
て
、
經
營
生
產
組
織
究
明
は
著
し
.い
重
要
さ
を
擔
っ
て
來
る
で
あ
ろ 

う
0

,
本
稿
の
展
開
の
順
序
は
先
ず
資
本
主
義
の
出
發
點
で
あ
る
小
營
業
段
階
に
於 

忖
る
：經
營
生
產
組
織
♦
ら
獨
占
段
階
に
至
る
ま
で
の
基
本
的
經
墙
組
織
方
式 

と
ク
管
理
組
織
の
基
本
形
態
を
統
ー
的
に
把
握
す
る
セ
と
に
あ
る
が
、
と
の
た

.
 

為
に
は
エ
葉
に
於
げ
名
資
沐
主
義
の
發
展
艰
階
を
土
察
乏
^
て
ノ
之
等
經
營
^


